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編
集
後
記

　
『
言
語
文
化
』
第
三
十
二
号
を
お
届
け
す
る
。

今
年
の
特
集
は
「
プ
ル
ー
ス
ト
と
二
十
世
紀
」

で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
文
学
専
門
家
に
限
ら
ず
、

二
十
世
紀
の
文
学
に
関
心
を
寄
せ
る
者
に
と
っ

て
も
極
め
て
刺
激
的
な
論
考
が
並
ん
で
い
る
。

こ
れ
は
湯
沢
英
彦
氏（
フ
ラ
ン
ス
文
学
科
教
授
）

と
吉
川
佳
英
子
氏
（
京
都
造
形
芸
術
大
学
）
が

中
心
に
な
っ
て
企
画
さ
れ
、
二
〇
一
四
年
五
月

十
日
に
行
わ
れ
た
コ
ロ
ッ
ク
に
基
づ
く
。
コ
ロ

ッ
ク
に
つ
い
て
は
、
湯
沢
氏
の
前
説
に
詳
し
く

解
説
さ
れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

　

特
集
以
外
の
寄
稿
の
う
ち
、
世
界
的
な
テ

ノ
ー
ル
歌
手
ジ
ョ
ン
・
エ
ル
ウ
ィ
ス
氏
に
よ

る
「
思
い
出
の
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
ブ
リ
テ
ン
」

は
、
二
〇
一
四
年
十
月
二
十
一
日
に
本
学
芸
術

学
科
と
の
共
同
主
催
で
開
催
さ
れ
た
氏
の
レ
ク

チ
ャ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト
の
講
演
内
容
の
記
録
で

あ
る
。
通
訳
及
び
翻
訳
は
本
学
歴
史
資
料
館
研

究
調
査
員
の
加
藤
拓
未
氏
に
よ
る
。
ま
た
、
樋

口
隆
一
氏
（
芸
術
学
科
教
授
）
が
中
心
と
な
っ

て
二
〇
〇
八
年
か
ら
実
施
し
て
き
た
ワ
イ
マ
ー

ル
音
楽
大
学
と
の
交
流
事
業
の
一
環
と
し
て
、

昨
年
秋
に
若
い
研
究
者
が
二
名
来
日
し
、
講
演

を
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
樋
口
氏
の
前
説
と
共

に
、
カ
イ
・
シ
ャ
プ
ラ
ー
ム
氏
に
よ
る
二
つ
の

講
演
「
音
楽
の
起
源
と
発
展
に
つ
い
て
―
―

一
六
〇
〇
年
以
前
の
音
楽
史
記
述
に
お
け
る
諸

問
題
」（
永
島
史
恵
訳
）、「『
大
形
式
』
構
想
―

―
十
八
・
十
九
世
紀
に
お
け
る
循
環
的
交
響
曲

の
理
論
と
実
践
へ
の
考
察
」（
昇
拓
哉
氏
訳
）、

ま
た
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
・
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
氏
に
よ

る
「『
ご
ら
ん
よ
―
―
ど
こ
を
―
―
わ
れ
ら
の

罪
を
』、《
マ
タ
イ
受
難
曲
》B

W
V
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冒
険

合
唱
の
形
式
と
内
容
へ
の
考
察
」（
阿
久
津
三

香
子
訳
）
の
講
演
内
容
の
記
録
を
収
録
し
た
。

ち
な
み
に
翻
訳
を
担
当
し
て
く
れ
た
三
名
は
本

学
芸
術
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
在
籍
す
る
大
学

院
生
で
あ
る
。

　

ま
た
、
本
学
芸
術
学
科
の
映
像
系
列
の
専
任

教
員
が
中
心
と
な
っ
て
、日
本
映
画
オ
ー
ラ
ル
・

ヒ
ス
ト
リ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
し
た
。

初
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
田
口
寧
氏
で
あ
る
。

田
口
氏
に
は
、
二
〇
一
四
年
十
一
月
十
七
日
に

芸
術
学
科
と
研
究
所
共
催
で
開
催
さ
れ
た
『
シ

ュ
ウ
・
タ
グ
チ
と
田
口
寧　

作
品
上
映
と
講
演
』

に
講
師
と
し
て
御
登
壇
頂
い
た
。
講
演
会
当
日

に
は
、
田
口
氏
の
父
親
で
あ
っ
た
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
映
画
監
督
シ
ュ
ウ
・
タ
グ
チ
氏
の
作
品

『
漁
る
人
々
』（
一
九
五
〇
）、
氏
が
製
作
し
た

産
業
映
画
を
二
本
（『
巨
大
船
を
造
る
』『
コ
ル

ト
・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
』）、
氏
の
解
説
と
共
に
上

映
し
、山
内
隆
治
氏
（
日
映
映
像
東
京
支
社
長
）

に
も
解
説
を
し
て
頂
い
た
。
本
学
英
文
科
卒
業

生
で
あ
る
田
口
氏
の
講
演
会
に
は
、
同
窓
生
も

多
く
参
加
さ
れ
た
。
日
を
改
め
て
、
芸
術
学
科

准
教
授
の
門
間
貴
志
氏
と
ロ
ー
ラ
ン
ド
・
ド
メ

ー
ニ
グ
氏
が
田
口
氏
を
訪
ね
て
詳
細
な
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
説
明
に

つ
い
て
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
前
説
に
簡
単
な
説

明
を
載
せ
て
い
る
の
で
参
照
し
て
頂
き
た
い
。

　

次
に
、
小
林
幸
子
氏
（
本
研
究
所
研
究
員
）

は
昨
年
に
続
き
、
論
考
「
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
《
ロ

イ
バ
ル
ト
》W

W
V

1

と
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
」

を
寄
稿
さ
れ
た
。ま
た
、「
ホ
メ
ー
ロ
ス
輪
読
会
」
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の
講
師
で
あ
る
生
田
康
夫
氏
に
も
引
き
続
き
ホ

メ
ー
ロ
ス
関
係
の
論
考
を
寄
稿
し
て
頂
い
た
。

　

二
〇
一
四
年
度
の
本
研
究
所
の
そ
の
他
の
活

動
に
つ
い
て
簡
単
に
報
告
し
て
お
き
た
い
。

　

五
月
二
三
日
に
は
、
本
研
究
所
と
芸
術
学
科

と
の
共
催
、
日
本
イ
ス
ラ
エ
ル
親
善
協
会
、
本

学
国
際
平
和
研
究
所
、
キ
リ
ス
ト
教
研
究
所
の

後
援
で
、
ベ
ン
＝
ア
ミ
ー
・
シ
ロ
ニ
ー
氏
（
ヘ

ブ
ラ
イ
大
学
名
誉
教
授
）
に
よ
る
「『
ア
ウ
シ

ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
と
広
島
』
世
界
平
和
の
た
め
に
ユ

ダ
ヤ
人
と
日
本
人
が
な
す
べ
き
こ
と
は
」
と
題

さ
れ
た
講
演
会
が
、
樋
口
隆
一
氏
の
司
会
で
行

わ
れ
た
。
氏
は
一
九
三
七
年
ポ
ー
ラ
ン
ド
生
ま

れ
で
、
四
八
年
に
イ
ス
ラ
エ
ル
に
移
住
、
ヘ
ブ

ラ
イ
大
学
で
歴
史
学
の
修
士
号
を
撮
ら
れ
た
後

に
来
日
、国
際
基
督
教
大
学
で
日
本
語
を
学
び
、

そ
の
後
米
国
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
で
日
本
の
歴

史
研
究
で
博
士
号
を
取
得
さ
れ
、
ヘ
ブ
ラ
イ
大

学
東
洋
学
部
教
授
と
し
て
四
〇
年
間
日
本
の
文

化
と
歴
史
に
つ
い
て
教
鞭
を
執
ら
れ
た
。
流
ち

ょ
う
な
日
本
語
で
シ
ロ
ニ
ー
氏
は
ユ
ダ
ヤ
人
と

日
本
人
の
歴
史
的
、
文
化
的
相
違
点
、
及
び
共

通
点
を
丁
寧
に
説
明
し
な
が
ら
、
イ
ス
ラ
エ
ル

が
国
家
と
し
て
直
面
と
し
て
い
る
「
力
」
の
限

界
を
指
摘
す
る
と
共
に
、
平
和
国
家
と
し
て
歩

ん
で
き
た
日
本
人
が
新
た
に
直
面
し
て
い
る
核

の
脅
威
や
領
土
問
題
な
ど
に
触
れ
、
ア
ウ
シ
ュ

ヴ
ィ
ッ
ツ
と
広
島
と
い
う
悲
劇
を
体
験
し
た
両

民
族
が
未
来
へ
の
希
望
の
実
現
に
、
さ
ら
に
貢

献
し
て
い
く
べ
き
だ
と
い
う
強
い
提
言
を
な
さ

っ
た
。

　

十
月
二
五
日
に
は
、
平
岩
健
氏
（
英
文
学
科

准
教
授
）
が
中
心
と
な
っ
て
企
画
さ
れ
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「Sym

p
o
siu

m
 o

n
 N

u
m

b
er

」

が
開
催
さ
れ
た
。
近
年
、
理
論
言
語
学
の
分
野

で
人
間
の
数
機
能
と
言
語
機
能
の
関
係
性
が

議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
数

（n
u
m

b
er

）
は
現
在
最
も
注
目
さ
れ
て
い
る

ト
ピ
ッ
ク
の
一
つ
で
あ
る
。
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
は
、生
成
文
法
理
論
を
専
門
と
す
る
平
岩
氏
、

藤
井
友
比
呂
氏
（
横
浜
国
立
大
学
准
教
授
）、

渡
辺
明
氏
（
東
京
大
学
准
教
授
）
の
発
表
に
加

え
て
、
数
学
者
で
位
相
幾
何
学
的
グ
ラ
フ
理
論

の
研
究
を
さ
れ
て
い
る
根
上
生
也
氏
（
横
浜
国

立
大
学
教
授
）
が
発
表
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
観

点
か
ら
、n

u
m

b
er

の
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
に
関

す
る
刺
激
的
な
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。

　

一
二
月
一
八
日
に
は
、ア
ー
ト
ホ
ー
ル
で「
明

治
学
院
ケ
ル
テ
ィ
ッ
ク
・
ク
リ
ス
マ
ス
」
と
し

て
「
ふ
た
り
の
イ
ェ
イ
ツ　

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の

詩
と
ハ
ー
プ
音
楽
」
の
レ
ク
チ
ャ
ー
・
コ
ン
サ

ー
ト
が
本
年
も
開
催
さ
れ
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
を

代
表
す
る
詩
人
で
あ
り
劇
作
家
Ｗ
・
Ｂ
・
イ
ェ

イ
ツ
の
研
究
者
西
谷
茉
莉
子
氏
に
よ
る
レ
ク
チ

ャ
ー
、
寺
本
圭
佑
氏
（
本
学
非
常
勤
講
師
）
に

よ
る
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
・
ハ
ー
プ
の
演
奏
と
レ
ク

チ
ャ
ー
が
行
わ
れ
た
。

　

一
二
月
五
日
に
は
、
中
西
裕
一
氏
（
日
本
大

学
教
授
、
日
本
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
・
東
京
復

活
大
聖
堂
教
会
ニ
コ
ラ
イ
堂
司
祭
）
に
よ
る
講

演
会
「
聖
山
ア
ト
ス
と
は
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ

か
？　

ア
ト
ス
の
位
置
と
そ
の
意
味
・
ギ
リ
シ

ャ
正
教
の
人
間
理
解
と
修
道
院
に
つ
い
て
」
が

行
わ
れ
た
。

　

二
〇
一
〇
年
よ
り
、
マ
イ
ケ
ル
・
プ
ロ
ン

コ
氏
（
英
文
学
科
教
授
）
と
ポ
ー
ル
・
ハ
ラ

氏
（
英
文
学
科
准
教
授
）
が
中
心
と
な
り
、
英

語
教
育
と
文
化
の
関
係
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
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ら
考
察
す
る
学
会Lib

erlit C
o
n
feren

ce

を

開
催
し
て
き
た
が
、
二
〇
一
五
年
二
月
十
六

日
に
第
六
回
と
な
る
本
年
度
の
年
次
会
議

で
、
当
研
究
所
と
の
共
催
に
よ
り“Texts as 

T
ran

sfo
rm

ative To
o
ls ”

と
題
さ
れ
たIra 

N
ad

el

氏
（
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア

大
学
教
授
）
に
よ
る
招
待
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　

最
後
に
、
二
月
一
三
日
に
は
、
鄭
秀
婉
（
チ

ョ
ン 

ス
ワ
ン
）
氏
（
韓
国
東
国
大
学
校
映
画

映
像
学
部
副
敎
授
）
が
「
戦
後
の
小
津
安
二

郎
の
映
画
か
ら
見
た
殴
ら
れ
る
女

―
『
風

の
中
の
牝
雞
』（
一
九
四
八
）
と
『
宗
方
姉
妹
』

（
一
九
五
〇
）
を
中
心
に
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル

の
講
演
を
行
っ
た
。
鄭
氏
は
日
本
映
画
を
専
門

と
し
て
、
松
竹
の
小
市
民
映
画
の
研
究
で
知
ら

れ
る
が
、「
男
た
ち
の
暴
力
」
と
い
う
視
点
か

ら
男
女
関
係
を
通
じ
て
戦
後
の
日
本
社
会
を
読

み
直
す
テ
ク
ス
ト
と
し
て
捉
え
、
戦
後
の
小
津

映
画
に
新
た
な
視
点
を
加
え
る
刺
激
的
な
レ
ク

チ
ャ
ー
を
し
て
頂
い
た
。

　

ま
た
研
究
所
で
は
本
年
度
も
上
述
し
た
「
ホ

メ
ー
ロ
ス
輪
読
会
」
の
他
に
も
、「
読
む
短
歌

･

詠
む
短
歌
〜
連
作
の
楽
し
み
」、「
タ
イ
語
講

座
」、「
古
典
ギ
リ
シ
ア
語
」
の
中
級
・
上
級
講

座
、「
ラ
テ
ン
語
初
歩
文
法
」
な
ど
の
活
動
が

続
け
ら
れ
た
が
、
今
年
度
は
上
野
昻
志
氏
に
よ

る
「
小
川
伸
介
を
読
む
」
が
新
し
く
加
わ
っ
た
。

　

以
上
、
二
〇
一
四
度
も
所
員
、
委
員
の
皆
さ

ま
他
多
く
の
方
の
ご
協
力
、
ご
尽
力
が
あ
り
、

例
年
通
り
に
多
彩
な
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き

た
。
ま
た
、
前
任
の
富
山
英
俊
氏
（
英
文
学
科

教
授
）
か
ら
引
き
継
ぎ
、
不
慣
れ
な
が
ら
も
何

と
か
充
実
し
た
内
容
を
お
届
け
す
る
こ
と
が
で

き
た
の
は
、
ひ
と
え
に
執
筆
者
と
編
集
に
協
力

し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
の
お
陰
で
あ
る
。
そ
し

て
、
研
究
所
職
員
の
深
澤
比
呂
子
さ
ん
に
も
大

変
お
世
話
に
な
っ
た
。お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

　

最
後
に
、
長
年
芸
術
学
科
教
授
と
し
て
本
学

の
研
究
・
教
育
に
関
わ
り
、
芸
術
学
科
の
発
展

に
大
き
く
寄
与
し
、
文
学
部
長
も
務
め
ら
れ
た

こ
と
の
あ
る
バ
ッ
ハ
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る

樋
口
隆
一
氏
は
、当
研
究
所
の
委
員
と
し
て
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
研
究
所
の
活
動
に
関
わ
っ
て

い
ら
し
た
が
、
本
年
三
月
を
も
っ
て
退
職
さ
れ

る
。
本
号
で
も
樋
口
氏
の
活
躍
と
存
在
感
は
一

目
瞭
然
で
あ
る
が
、
氏
の
長
年
に
亘
る
有
形
無

形
の
貢
献
に
深
く
感
謝
し
た
い
。（
斉
藤
綾
子
）


